
自動水幕装置の開発について(第 2報)

1.まえがき

大地震が発生すると，数多くの火災が続発して，住

民の生命，身体および財産等に大きな被害が生じるこ

とが予想され，人命の安全確保が大きな問題となって

いる。

そこで，当研究所でも震災対策の一環として，放水

の自動化，省力化によって，火災の延焼防止あるいは

火災によるふく射熱や熱気流から，地域住民の避難路

または避難場所を守る自動水幕装置の研究を進め，試

作 1号についての概要を，消防科学研究所報11号に報

告したところであるが，これをさらに研究改良のうえ
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実験した結果，実用性の高いものが完成したので報告

する。

2. 概 要

自動水幕装置は，ポγプ車からのホース・ラインの

各結合部に直列に設定し，副ノズノレからの放水流を利

用して，ノズルの左右の旋回を自動的に一定の周期

で，往復運動を行ないながら無人放水するもので，そ

の概要は，写真1， 2. 3. 4のとおりである。

3. 構 造

自動水幕装置は，主ノズル，副ノズルおよび旋回機
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構をそなえた自動水幕ノズル，反動力支持脚，ホース

結合金具をもった自動水幕取付け架台および各種ノズ
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ノレ・チップからなり，副ノズルからの放水流をプレー

ドに当てた衝撃力を利用して，管そう基部の回転部

で旋回させ，二つの旋回固定リングのストッパの範囲

を，往復運動を行ないながら放水する構造である。

①主ノズル ②面Ijノズル ③プレード
④旋回固定リング ⑤自動水幕取付け架台

写真 5

4. 改良点

(1) 主ノズルと副ノズルの聞き角度が 5度であったも

のを o度すなわち同一線上にして，旋回時間およ

び放水性状の改善を図った。

(2) 各種ノズルの形状等を改善して放水流の円滑を図
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った。

5. 主要諸元・性能

自動水幕ノズル重量 約 4.51宅

自動水幕ノズル取付け架台重量 約11.Okg 

(当庁採用の簡易放水銃の架台と同ーのもの〉

ノスiノレ

ストレート・ノスル(口径13.14. 16凹的 各 1

二口径ノズル (口径10皿骨x2) 1 

扇形ノズル (口径12mm骨格当) 1 

性能

旋回時間(左右の角度30。で1往復〉 約12sec

放水量(1基当り) 250.e!mIn以上

旋回設定範囲 3600以内は任意

①二口径ノズル ②扇形ノズノレ
。〕ストレート・ノズル
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表2 実験 結果

Pl P2 Q 放水射程(m)
旋 回 時 間

ノズル種別 仰角(度〉 (kff，/c皿2) (kg/C皿2) U frnin) (sec) 
H L B 

2.2 2 230 6 13 5 8 

主ノズル 30。
4.3 4 320 9 18 6 9 

13田植 6.5 6 400 11 21 7 9 

8.6 8 470 12 22 7 9 

2.2 2 230 12 9 3 9 

副ノズル 4.3 4 330 16 12 5 10 
9皿ゆ 70。

6.5 6 400 19 15 7 10 

8.5 8 470 21 17 7 10 

2.2 2 250 7 14 5 10 

主ノズル 30。
4.3 4 360 11 19 6 12 

14皿皿 4 6.5 6 440 13 24 7 12 

8.8 8 510 14 25 8 12 

2.2 2 250 14 10 3 10 

副ノズノレ 4.4 4 360 18 15 5 12 
9皿ゆ 70。

6.5 6 450 20 17 6 12 

8.8 8 520 23 18 8 12 

4.4 4 440 11 20 6 10 
主ノズノレ 30。 6.6 6 540 14 24 6 11 16皿 φ

8.8 8 630 15 28 7 12 

4. 5 4 450 18 15 6 11 
副ノズル 70。 6.7 6 540 22 18 6 11 9凹 φ

9.0 8 630 25 19 7 11 

主ノズル 4.3 4 300 12 11 4 12 
10回世 X2 70。 6.4 6 360 14 12 6 12 

副ノズル
8.6 8 420 15 13 6 12 9mmφ 

扇形ノズル 4.2 4 230 9 8 6 12 
12mm <1>相当 70。 6.4 6 300 12 10 8 12 

副ノズル
8.5 8 350 13 12 9 11 9四骨

註 1. Qは，主ノズルと副ノズルからの放水量の合計値を示す。

2. 旋回時間は，旋回角度30。の 1往復の所要時聞を示す。

ものと考えられる。

自動水幕装置の設計は，ポンプ車のポンプ性能

(全揚程15kg/cm2で放水量1.9 n! fmin)の約80%で運

用するようにしたことは，昨年の研究所報11号で述

べたとおりであるが，これからポンプ車 1台の送水

限界を推定すると，表3のようになる。

したがって，自動水幕装置の設定基数を 6基とす

ると，ストレート・ノズル14mm<T以上を使用すると

きは，ポンプの併列連合運転をする必要がある。

(2) ノズル圧力と放水射程の関係

各種ノズルにおけるノズル圧力と放水射程の関係
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表3 ポンプ車 1台の送水限界

ノズル種別IJ 1よ計J12i君!推定基数

扇形ノズルωmφ相当)1 200 1 7 

二口径ノズル <1.1¥ 

〈10凹抽 X2)1 240 1 6 

ストレート・ノズル ^̂ n I 
13回世| ωv  

ストレート・ノズル
310 4 14mmゆ

ストレート・ノズル
360 16mmゆO>VV

要 |自動水幕装置のノズル圧力
|を 3同fcm2として計算した。





Gh G， 

主ノズ‘|ν:13圃.φ
111ノスIIIlノ! δIIIlφ 
QI，Q2，QS: 飯フ!て量(~刷れ)

(主 jス“IIJ十骨IJ~で 11ノ)
円，日，F3: 63.5mnt今ホース損失(憎Ica~
R，s，凡; ノ又。IU圧刀(匂/c"p)

図7 運用体形

て，放水圧力が低すぎても，高すぎても旋回しなく

なるが，通常の使用圧力においては，全く支障なく

旋回運動をする。

(4) 運用体形における放水量と摩擦損失について

図7の体形で運用した場合の各ノズノレからの放水

量とホースの摩擦損失を求めると，

今Plのノズル圧力を3kgj佃 2とすると.FlはQlに

相当する摩擦損失であり. F2はQ17'ラス Q2に相当

する損失を生じ.F 3~lQl プラス Q2プ ラ ス Qaに相当

する損失となる。

また，ノズル圧力 Plf13kgjcm2であるから.P211 

Plプラス Flとなり. P3はP2プラス F2となる。

なお. Fl'F2'F'3とPt'P2'P{は， 前記と全く同

ーになる。

このことを次式によって算出した結果は，表4の

とおりである。

Q=O. 0653 d 2、!P

FL=0.805LQ2 

Q:放水量(ntjrnin) 

d :ノズル口径(cm)

p:ノズル圧力(kgjαn2)

F L : 63.5皿ゆホース摩擦績

失(均jcm2)

L:ホース本数〈本〕

Q:放水量(ntjrnin) 

表4 ニ線延長体形のノズル圧.放水量，摩擦損失の関係

|P1oQl.Flfp2.Q山 1P3. Q山 Ip川 10 F '11 P 2'. Q2'. F 2'1 P 3' 

/ ズ ノルレ 庄 力(匂何匂刷jni') 1 3. 0 1 3. 0白5 1 3.2幻7 1 3.0 1 3.0出5 1 3.27 

放 水 量u仇/畑m出in吋) 1 2お60 1 26白5 1 273 1 26ωo 1 2お渇恒5 1 273 

ホ一ス摩擦損失(匂ω同kgj侃cm2η) 1 0.0侃5 1 0.2幻2 1 O. 5 1 O. 05 1 O. 22 1 O. 5 

以上のとおりで，この体形においては，各ノズル

圧，放水量および放水性状等においては大差ないと

いえる。しかし，ノズル口径が大きし放水量が増

加するにつれて，または一線延長体形においては，

大きな差を生じてくるので，各ノズノレ基部にオリフ

ィス等を組込んで，放水性状等の均一化を図る必要

があるものと考え，現在これらの寸法等の実験検討

を進めている。

9. 特長

(1) ポソプ車 1台あるいは連合運転で，無人でしかも

広範囲に自動放水できる。

(2) ホース・ラインの結合部に設定できるので，取扱

い操作が容易である。

(3) 放水の自動化.省力化が得られるので，消防隊員

の労力軽減と安全管理が図られる。

(4) 維持管理が容易である。

( 35 ) 

10.あとがき

今回の試作実験の結果，旋回時間や放水性状等にお

いて，その実用性が確認されたものと考えられるの

で，今後は，火災実験等の機会を利用して，自動水幕
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